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研究成果の概要（和文）：本研究で行った一連の研究結果により、介護予防事業における介入では、身体的、社
会的、精神的側面が複合的に影響することによって、より効果が出ることが示された。具体的には、１）フレイ
ル認知度はICT利用と関連し、社会参加によってより促進されること、２）通いの場への継続的参加は身体面の
みならず社会活動の活発化へも影響していること、３）認知機能と孤独感の関連がＩＣＴ活用により抑制される
可能性があることなどが明らかとなった。さらに、年代や地域、そして性別によって社会的要因が身体機能へ与
える影響が異なったことから、それぞれ特徴に応じたツール等による包括的な介入方策の重要性が示された。

研究成果の概要（英文）：The results of this study have shown that interventions in long-term care 
prevention projects are more effective when the physical, social, and mental aspects are combined. 
Specific findings from the studies include:  1) literacy about frailty is associated with ICT use, 
and it is promoted by social participation, 2) continued participation in older people’s gathering 
in the 
community affects not only physical aspect but also social activity, and social interaction  
influences to continued participation, and 3) ICT utilization may suppress the relationship between 
cognitive function and loneliness. Furthermore, the effects of social factors on physical function 
differed by age, region, and gender, indicating the importance of comprehensive intervention 
measures using tools and other means tailored to the characteristics of each region and individual.

研究分野：地域看護学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果より、介護予防事業における介入では、身体的、社会的、精神的側面が複合的に影響することによっ
て、より効果が出る可能性が示唆された。また、年代や地域、そして性別によって社会的要因が身体機能へ与え
る影響が異なっていたことから、それぞれ特徴に応じたツール等を用いた包括的な介入方策の重要性が示され
た。今後の地域特徴に応じた効果的なフレイル予防・介護予防対策の推進根拠として意義のある成果が得られた
と考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 

１．研究開始当初の背景 
ソーシャルキャピタル(以下；SC)と呼ばれる、社会の絆や結束から生み出される資源が、その
地域の人々の健康を守ることが明らかにされてきた。少子高齢化が急速に進む中、高齢者の健康

の維持・向上、要介護状態を予防するためのサービス提供は、担い手となる行政または民間サー

ビスにおいて、その量や資源に限界がある。このような背景においては、地域社会の互助性を最

大限に活用する施策が重要となる。地域の介護予防を推進する中心的役割を担う保健師がその

公衆衛生看護活動において、SCの醸成と活用をいかに行うかの方策を具体的に検討する必要が
ある。しかしこれまでに SCの健康への作用経路、及び SCを醸成・活用して地域へ介入する具
体的な方法の検証はほとんどなされていない。また我々は過去に、地域住民を対象とした SCと
健康に関する研究によって、SCには類型があること、およびその健康との関連性の違いについ
て検討し報告してきた。これら先行検討を踏まえると、多様な対象者・地域背景や SC醸成の段
階によって保健師の介入の効果や方法は異なると考えられる。 
以上より、域包括ケアシステムを構築し社会全体で支えあう地域づくりが求められる中、特に

SCの醸成と活用を地域特性にあわせてどのように効果的に活用して介護予防対策を実践するか
ということが重要であり、そのためのエビデンスの確立が求められている。健康寿命の延伸、健

康格差の縮小を目指した健康な地域づくりの観点からも、SCが健康や要介護の予防に及ぼす効
果を客観的指標により明らかとするとともに、SCの対象背景や地域性に沿った介入モデルを確
立することが望まれる。 
 
２．研究の目的 
本研究は、SCは健康（介護予防）に具体的にどのような影響を及ぼすのかについて明らかに
することで、SC醸成と活用を通じた公衆衛生看護活動の介入モデルを開発することを目的とす
る。具体的には、地域在住高齢者において、まず、SCが高齢者の健康に及ぼす影響を客観的指
標を用いて明らかとする。さらに、地域での介護予防活動の実践の場において SCが及ぼす効果
を検証し、SCを醸成・活用する効果的な介護予防介入方策を検討する。 
本研究成果から得られた知見を通じて地域での効果的な介護予防を推進し、地域包括ケアシ

ステムをより充実した有効な形で実現することを目指すものである。 
 
３．研究の方法 
 地域在住高齢者を対象として、調査参加者へ SCおよび社会活動に関する質問紙調査（郵送
自記式及び会場対面聞き取り）を実施した。健康指標として、身体計測や採血および認知機能や

老年症候群に関する内容のデータ収集を行った。会場調査では、縦断データを得て経年変化を把

握し、SCと健康（特に要介護に影響を及ぼす老年症候群）との関連を検証した。また自治体現
場における SC醸成および活用の実践効果を検討する予定であったが、新型コロナウィルス感染
症の流行により高齢者への外出自粛要請や地域の社会参加の場である通いの場の断続的な中止

が発生した。そのため、介入を実践して検証することは困難となったが、一方で、コロナ流行の

影響により高齢者の孤立化や社会参加の低下が起こり、フレイル状態の進行等が懸念される等、

社会背景が大きく変容したため、これらに対応するための方策である、ICT の利活用と健康状態

および孤独感、社会参加の観点を調査に盛り込み研究を進めた。さらに SC醸成のプロセスと介
護予防効果を質的に捉えて検討結果を考察するため、自治体において介護予防事業を担当し実

践する保健師に対してヒアリングを行った。最終的に、効果的な介護予防の介入モデル開発を目

指し、各研究成果から得られた結果全体を統合した。 

 

４．研究成果 

（１）地域特徴の分析 

 調査対象地域における高齢者を取り巻く資源等の地域差の特徴について調査し整理を行った。

市町村の人口規模によって、自治会加入率、通いの場への高齢者の参加割合、社会参加する際の

主な移動手段等に大きな差異が認められた。 



（２）特徴の異なる地域コミュニティ（通いの場）における介護予防活動の効果 

  通いの場おける介護予防活動において、その効果を身体面・社会面含め多角的に検証した。

大阪府下の都市部（人口約 40 万人）と農村部（人口約 1万人）において、通いの場で定期的に

実施された介護予防体操効果を客観的な測定指標を用いて縦断的に分析した。地域性に関わら

ず、両自治体ともに、身体機能の向上効果が有意に認められた。以下に、農村部における結果の

詳細を示す。 

 研究対象者は、本研究期間に通いの場に参加していた 1,028人（女性 766 人（74.5％））であ
った。平均年齢は 72.6±8.0 歳、506 人（49.2％）が前期高齢者であった。1 年間の前後データ
が揃っている 464 名において、体力測定での測定値の変化について、初回と 1 年後を比較した
ところ、5 m間最大歩行、Time Up and Go Test，5回立ち上がり時間、握力の 4項目すべてで
有意な向上を認めた。社会活動については、半年後、1 年後に、老人クラブ、ボランティア活動
などへの参加割合が増加していた。通いの場への定期的参加により、身体機能の維持改善のみな

らず、社会活動も活発化する可能性が示唆された。 

 

（３）コロナ禍における SC指標と健康指標（フレイル状態）の関連検討 
 地域在住高齢者への郵送調査により ICT 活用状況の実態も含めた SC指標（社会参加状況）と
健康状態の関連の検討を行った。分析の結果、ICT を利用していた高齢者は約 7 割認められた。

利用内容は、クラスター分析の結果「社会的利用（人との対話）群」「情報収集利用群」「ほぼ利

用なし群」に分類された。これら利用内容と心身機能との関連を検討したところ、女性における

社会的利用群はフレイル該当割合が低いことが明らかとなり、社会的な ICT 利用がフレイルを

予防する方向で関連することが示唆された。また、ICT 活用とフレイルの関連を検討したところ、

孤立したり孤独感を感じている 80 代以降の後期高齢者においては、ICT 利用が認知機能低下を

抑制する関連を示す知見を得た。 

 

（４）通いの場への継続的な参加による身体機能指標と SC指標（社会参加）との関連の検証 
 通いの場への定期的参加の効果を検証するため、介護予防事業に参加していた者のうち 2018

年および 1 年後の 2019 年の両年に測定を行なった 391 名を分析した。事業への参加回数は男女

ともに平均約 30 回/年であった。参加回数多群/少群間に分けて比較すると、女性では参加回数

が多い群の方が少ない群に比べて TUG 速度が改善した者の割合が高く、事業参加のメリットと

して人との交流の機会増加をあげた者の割合が高く認められた（p<0.05）．男性では参加頻度に

よる差は見られなかった．女性においては、通いの場での介護予防事業参加頻度が高いことが身

体機能向上につながる可能性、また人との交流の機会があることが、事業参加の継続を促進して

いる可能性が示唆された。高齢者の健康行動に影響する要因をインタビューにて質的に検討し

た結果においては、家族、近隣とのネットワークや情報アクセスが重要であることが明らかとな

った。高齢者の介護予防事業においては、本人の動機付けや継続において、人とのつながりが重

要な要素となることが示唆された。 

 

（５）新型コロナウイルス感染症拡大に伴う活動量の変化とその関連因子についての検討 

新型コロナウィルス感染症拡大により、地域の通いの場の多くが中断された状況において、本

研究目的であるソーシャル・キャピタルを活用した地域特徴に応じた介護予防介入について検

討するため、都市部と非都市部において地域在住高齢者に郵送調査を実施し，自粛期間中（4，
5 月頃）の活動量、やる気の低下等について尋ねた。活動量減少について年齢コホート・地域別
に集計し、活動量減少に関連する要因についてロジスティック 回帰分析を用いて検討した。有
効回答が得られた 1,785 名（回答率 75.2％）のうち、分析対象者は 70 歳コホート 753 名、
80 歳コホート 496 名、90 歳コホート 293 名の計 1,542 名であった。活動量が減少したと回
答したのは 70 歳で 68.1％，80 歳で 65.3％，90 歳で 56.0％，地域別には都市部で 69.4％，
非都市部 57.7％ であった。活動量減少には、やる気が起きないことと新型コロナウイルスへの
不安が強く関連したとともに、70 歳・80 歳では都市部で活動量が減少した者の割合が高く認
められた。90 歳コホートでは活動量減少への地域の影響は小さかったが、経済状況にゆとりが
ないことが有意に関連していた。活動自粛に伴う影響は年代、地域で異なり、コロナ禍等生活不



活発による健康への悪影響は都市部においてより喫緊の課題であり対策の必要性が高いことが

示唆された。 
 

（６）介護予防活動の具体的方策の検討 

 ソーシャル・キャピタルが健康に影響する経路のひとつとして、円滑な情報の伝達が報告さ

れている。今回、高齢者の ICT 利用とフレイルの認知（フレイルという言葉の意味知っているか

どうか）の関連における社会参加の影響を分析した。まずは、フレイルという言葉の認知は、地

域によって割合に有意な差があることが明らかとなった。また、本人がフレイル状態であるほど

に、社会参加および ICT 利用の両方をしていない人の割合が高くなっていた。多変量解析の結

果、フレイルの認知度に関連する要因は、性別、年代、健康状態により異なり、インターネット

利用のみでも認知度が高まる場合もあるが、社会参加をしていることでより促進されることが

明らかとなった。現在、介護予防対策の柱として、多くの自治体でフレイル予防事業が推進され

ており、フレイルという言葉や概念の理解や啓発を促進することも重要な活動である。本研究結

果より、フレイル予防と目指して、その理解を広める際には、社会参加の促進と両輪で進めるこ

とや、対象者の年齢や性別等、その特徴に応じたツールの活用が効果的であることが示唆された。 

 

（７）総括 

 要介護リスクの高いフレイルは、身体面のみならず、精神面、社会面の複合的概念である。本

研究で行った一連の研究結果では、これらの側面が相互に重なり合うことによって、より介護予

防事業の効果が高まることが示された。ただし、年代や地域、そして性別によって社会的要因が

身体機能へ与える影響が異なっていたことから、それぞれ特徴に応じたツール等の介入方策が

重要であることが示唆された。本研究では、新型コロナ感染症の流行により、健康危機下におけ

る高齢者の行動変容の地域・年代による特徴も明らかとなった。本研究により、今後の地域特徴

に応じた効果的なフレイル予防・介護予防対策の推進根拠として意義のある成果が得られたと

考える。 
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